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 Ⅱ部では、１０世紀から１３世紀にかけてのガラスの国産化の過程が論じられる。Ⅰ部と同じく、北
東アジアのガラスを俯瞰することにより、日本を含めて各地域において独自のガラスが登場することが
語られる。各論においては、奈良県大峯山遺跡、大阪槙尾山経塚出土のガラスについて、型式分類と史
料解読を土台として論を展開している。大峰山遺跡出土の軸端では時代の再考察と、平安期の装飾指向
の高まりのなかでガラスが独自の存在意義を持ち始めることが論じられる。つづく槙尾山経塚出土の容
器については、景徳鎮の青白磁小壺との類似性、唐物嗜好の高まりとの関連性が論じられている。Ⅰ部
と異なり、実験制作を行っていないことや、遺例が少ない時代ということもあり、他の美術作品や工芸
における研究成果に負う部分が少なくなく、Ⅰ部に比べていささか課題を残す結果となっている。しか
し今後、資料が増加すれば十分に推察を論証できる可能性があろう。 
 結論として、従来の国産ガラスは日本工芸史とは異なる、いわば舶来イメージで語られることが多か
ったことに対して、むしろ日本工芸が歩んできた「唐風」から「和様化」の道を等しく歩むことが明ら
かにされる。他分野の日本美術工芸では語りつくされた議論でもあるが、ことガラスについては日本工
芸史の流れから常に等閑視されてきたことを考慮すれば、大きな日本工芸史の変遷との同調こそは重要
な発見であり、技法や材料に非常な困難を伴いながらもガラスの「国産化」がなされた背景と意義をこ
こに求めることが初めて可能となる。その意味では、本論の意義はまさしく結論部分にあり、各論の断
片的な報告にとどまることなく、日本工芸史に寄与する成果ともなったと言える。  
 審査の場において、本論の特色である実験制作については、当時の原材料や用具、環境はもちろん、
人的なファクターまで考える際、本来の姿をそのまま忠実に再現するものではないとの指摘があった。
この指摘に関しては同氏自身も実験を重ねつつ改善を重ねているところでもあり、指導者としても同意
見であることは言うまでもない。しかしガラスという残された作例が極端に少なく、素材と技法が根幹
をなす工芸品の場合、従来のような型式分類と史料分析では研究成果に限界のあることも事実である。
特に本学のような実技制作を中心とする環境において、人文学系の美術史研究と同様な研究方法に甘ん
じることなく、「作る」という視点をもつということで新たな研究を切り開いていったという意味では、
まずその試みを高く評価をしたいと思う。課題として残された部分については、今後、十分に検証を加
えていく力をもつと考えられ、審査員の合議のもと博士学位に相当するものとして認めた。 
 
